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徳間小学校新設地点遺跡発掘調査報告― ― -

第1号住居址家屋復元図



第1号住居址家屋復元図

設計者 森嶋 稔
（関査団長• 干曲川水系
古代文化研究所主幹）

今回の調査で検出された第1号

住居址をもとに 、 住居址内排土址

及び小屋組の比率を古代絵画・家

屋環頭柄頭等に求め設計したもの

である。 この復元家屋は実大の80

％の規模で市立博物館に復元展示

が予定されている。



例 日

1 本書は徳間地籍における新設徳間小学校建設予定地内の 埋蔵文化財包蔵の

有無を調査した分布調査、 そ れに基づく本調査の緊急発掘調査の報告書であ

る。

2 この調査は長野市・長野市教育委員会と長野市遺跡調査会との契約に基づ

いたものであり、 事務処理は長野市教育委員会が、 現場における業務は長野

市遺跡調査会が担当実施した。

3 本書は調査の性格から、 そ れにより検出された遺構・遺物を主に提示する

ことを主眼においた。 尚遺物の計測等の 詳細については、 本文末に表にして

記した。

4 遺構図は、 調査員全員があたり、 主として青木（和）が整図・再修正した。

5 遺物の復元等の作業は青木（和）が中心となり、 各調査員がこれに協力し、

図化・整理にあたっては青木（和）・小林（秀）が行なった。

5 土 器 の拓影は青木（和）が行なった。

6 各章・節・目の 執筆は、 第 1章を事務局が 第 2章を矢口が、 第 3章を調査

員の 記録と助言の もとに青木（和）・小林が、 第 4章を矢口が担当し、 そ の責

は矢口にある。

7 出 土図示土 器一覧表は、 弥生時代土 器を青木（和）が、 他を直井が担当して

表化した。

8 遺物や調査によって得た諸記録は、 個人記録を除いて、 長野市教育委員会

で保管している。

9 本書の 編集• 印刷関係の 業務は長野市教育委員会が担当した。
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第1章 発掘調査の経過

第1節 発掘調査に至る経過

若槻• 徳間· 稲田• 田子・ 上野•吉地域を対象にした学区を擁する若槻小学校も、 新興団地

の造成が年々ふえ続け、 児童数が増加し、 現施設ではその収容が困難になってきた。 そこで長

野市教育委員会は児童数増が著しい前記地籍を分割し新たに徳間・稲田 ・東徳間及び西三オ・

駒沢新町を学区とする新設小学校を徳間地籍に開設する運びになった。

このため教委学校施設課•長野市土地開発公社はその用地を求めていたところ、 地理的意味

において、 又環境的要素をふまえ、 この地に開校するのが適当との結論を得、 用地の確保を進

行していた。

ところが、 地下に埋蔵されている先人の生活址が、 周辺の調査から存在しないとの断定でき

ない位置及び地形であったのと、 開発の規模の大きいのを考慮しながら、 遺跡の有無、 もしあ

った場合の調査方針を決するため試掘を伴う分布調査を実施することにした。

1 分布調査

重機により地層（包含層）の確認と遺構があった場合その性格と密集地をさぐることに主力

を置き、 等高線を縦断する上から下へ約lOmの間隔で巾1.5mのトレンチを12本あけた。もとよ

りこの調査では農道・水路・未買収地等があり、 これらの破壊できないという制約下で実施し

たもので一部未調査もあるが、 以下の調査結果を得、 本調査の実施が必要となった。

(1) 第1図のとおり調査地上段において、 粗分布の住居址を含む遺構があり、 そのほとんど

が弥生時代のもので、 微地形をよく選定しているようである。 下段では平安時代以降の土器の

出土が著しく、 住居址等の遺構が割合広い範囲に展開している。

(2) 本地は浅川扇状地の扇央部先端近くに位置し、 ここから弥生時代の遺構· 遺物は新知見

のものであり、 また学術上重要な資料を提供するものと思われる。

(3) 基本的土層は第2図（調査地付近）にみるとおり、 耕作土層• 黒色粘質土層•黒褐色粘

質土層（包含層） ・黄褐色粘土層｀灰色粘土層•砂（砂利）混り茶褐色土層そして礫層の土層

序になる。 耕土下第2層及び第3層は上部に薄く、 下部に厚いという水田開発の影響があるも

のの全体的にみれば調査地南側は礫• 砂利層までが深く1.8mを測り、 北にいくにしたがい浅

く50Cm程になる。 いわば北に基盤的砂利層が上がり、 覆土が少ないことが判明した。

(4) 出土遺物は先に述べたとおり、 上段においては弥生時代中期の甕• 壺•高坪• 浅鉢形土

器片を得、 それに混じるように土師器・須恵器が、 また下段から平安時代に比定される土師器

甕• 坪形土器、 須恵器同種及び灰釉陶器の椀•長頚瓶片等が主として出土した。

-1-
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(6) 新設校建設計画を考えるに、 上段は現地形を削平し校舎屋をつくり、 その土砂で下段を

埋めたて校庭を造成する計画であった。 調査体制及び調査に対し後への調査責任を考え、 上段

は本調査を実施し、 下段遺構地は所在記録をとるとともに砂あるいは後の調査に対応するため

ビニ ー ルを敷きつめ、 現状で保存することに決した。

(7) 遺跡名について諸々検討した結果、 浅川扇状地遺跡群内の徳間地籍にあるということで

徳間遺跡と呼称し、 その範囲が不明確であり、 また徳間地籍に建設される小学校であるので、

徳間小学校地点遺跡とした。

2 本調査

前記の分布調査の結果をもとに、 上段・ 下段とその遺構密集地を分け、 小学校建設のため削

平される上段を本調査をし、 下段を現状にて保護するため確認遺構面をビニ ー ルで覆う措置を

とり埋め戻すことにした。

調査地は分布調査で弥生時代の遺物が最も多く出土していた地点を中心に南北55mX東西27

mの範囲で、 調査期日は各種行事、 調査を調整の上11月8日から約2週間の予定で実施した。

第2節 調査日誌

7月23日 関係者立合のもとに調査区を設定する。

7月24日-8月 2日 重機を主力にトレンチ調査を行う。 あわせて遺構• 土層の判断調査を

実施する。

8月3日-8月4日 調査測量及び遺構性格確認調査を実施する。

8月4日-8月15日 調査結果のまとめ、 及び調査報告書を作成する。（以上分布調査）

-3-
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11月12日（晴） 本日より人力により本格的調査を開始する。 始業前教育管理部長の挨拶の

もとに結団式を行い、 残土処理から調査を実施した。 前日の雨で足がすべり調査は遅滞する。

11月13日（晴） 昨日に引き続き残土処理をする 一 方、 第1号住居址を中心とする遺構プラ

ンの追求を行う。

11月14日（晴）第1号住居址を中心とすろ付近の遺構フ゜ランを追求するとともに、 重機によ

る表土除去が完了した地点の残土処理を行う。 調査会長（教育長）現場視察。

11月15日（晴） 昨日と同作業を行う。 本日で重機による作業を終了する。 第1号住居址．

土t広1-4の検出作業を開始する。 教育管理部長・建設部建築課長来訪。

11月16日（晴） 重機による残土処理を実施する 一方、 昨日に引き続き第1号住居址の調査

及び南で確認された第2 · 3号住居址のプラン追求を行う。

11月17·18日（雨） 現場作業を中止する。 それにかわり土器洗浄・図面整理調整を行う。

11月19日（晴） ぬかるみにて 一絵車動かず困難を極める。 土砿 1-4の精査後写真撮影を

行う。 新たに第2 · 3号住居址の調査を開始する。

11月20日（晴） 第1号住居址の調査を修了し、 写真• 実測作業を行う。 あわせて土砿の実

測を行う他は昨日と同様作業を行う。

11月21日（晴・曇） 第2 · 3号住居址及び調査地西側の遺構の調査を進めるも、 天候の状

態悪しく、 その進行の速度をはやめ、 第2 · 3号住居址の写真撮影をする。

11月22日（雨・曇） 前日の判断が正しく的中し、 調査地内へは入れず、 土器洗浄作業を行

゜

ニ
つ

11月23日（雨・曇） 調査• 土器洗浄を断念し遺物整理を行う。 （西三才育成会約40名現地
視察）

11月24日 住居址(2 · 3号）の精査及び、 溝址• 土t広5の調査を終了し、 写真• 実測作業

を行う。

11月25日 第3号住居址• 溝址• 土拡5を再確認調査して、 全調査を完了する。 器材撤去を

する。

以後、 調査員暇をみては調査結果を報告書へまとめるため整理する。

第3節 調査会（団）の編成

調査会（団）の編成は以下のとおりであり、組織は四ツ屋遺跡第2· 3次調査と同じである。

1 調査会

会長 中村 博ニ

委員 米山 ー政

桐原 健

（長野市教育委員会教育長）

（長野市文化財保護審議会々長）

（ ，, 委員）
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森嶋 稔

千野 和徳

関川千代丸

矢 口 忠良

監事 青沼欣一郎

2 調査 団
調査団長 森嶋 稔

ク 主任 矢 口 忠良

調 査 員 原 田 勝美

石上 周蔵

小林 秀行

直井 雅 尚

竹内 稔

青木 和明

奈須野由美

市村 勝 己

青木 一男

臼 田 美智子

矢野 あけみ

3 調査 参加者一覧

（調査団長）

（ 長野市教育委員 会教育管理部長）

( � 嘱託）

'， 社会教育課主事）
'， 庶務課長）

（ 日 本考古学協会々 員 ・ 上 山 田 小教諭）

( ,,, . 長野市教育委員 会主事）

（長野県考古学会々 員 ・ 長野市役所）

( ,,, . 信大学生）
,, . ,,, ) 

,,. ,, 
,, ,, 
，' • 明大学生）
,, ,, ） 
，' ，，， ） 
,, • 国学院大学生）

（信大学生）

（ ,, ） 

花 岡 実 • 金 子 房 吉• 太 田 宗 太 郎 ・ 若月文の • 林 幹夫 ・ 宵野間礼三• 高島武夫 • 和田恒夫

• 小市 勝 ・ 市村助三郎• 藤沢信子 ・ 金子庫子 • 藤沢好子 ・ 西沢延子 • 竹内み き よ • 小木曽美

貞 ・ 丸山六児• 藤沢寛美 • 藤沢月子 • 藤沢直子 ・ 玉井和子 ・ 竹腰節子 ・ 丸山正義 ・ 今井たけ ・

藤沢昭子 ・ 小松すみ子 ・ 金子利江• 玉井まさ江• 野村綾子 ・ 飯島 み ち 子 ・ 竹内悦子 ・ 金子とく

子 ・ 倉石やえ • 金子藤子 • 生島高俊 • 金子朋子 ・ 佐藤和子 ・ 田中富子 • 松 田 み ち • 竹腰千代子

• 金子雪枝• 藤沢 あ き 子 ・ 金子佐千子 • 藤沢美枝子 ・ 酒井治子 ・ 金子 き よ み ・ 松田玉枝 • 中條

くら 子 • 藤沢み ち 子 ・ 太 田 恵美子• 藤沢和子

こ れ ら の方々の他、 重機等の手配をいただいた藤森建設 （株） をは じ め 、 徳間地区の区長金

子 肇氏 等には調査に際し諸々 御迷惑をかけ、 作業員の手 配には若槻支所長宮沢昭二• 高 齢者事

業 団 長花岡実• 徳間婦人 会長藤沢伸 子の各氏には絶大 な 御協力、 御指導をいただいた。 記 し て

前記団体員各位の感謝にかえたい。 （事務局）
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第 2 章

第 1 節

遺跡固辺の還境

地理的環境

浅川扇状地は飯綱高原 （ 山 ） に 水源を有する浅川と駒沢川 の 2 主流 よ り 形成された扇状地で、

その影響範囲は旧長野市の 北 半分の市街から 、 北 では三 才地区を包含するよ う である。 下方 （東）

は千曲川の堆積が強かっ た よ う で、 柳原地域では小島十二遺跡群が存在する自 然堤防が発達 し、

それよ り 下流の赤沼地籍付近では沖積湿地化する。 こ の扇状地の扇端は東和 田から 下駒沢地籍を

結ぶ線上 に あるよ う で ある。 こ の扇状地を形成した主流は相 当 の荒れI l l で あ っ た よ う で、 多量

の礫 • 砂利層の土層序をとる。 ち な み に 本調査地 に 関与する扇項の福岡 地籍での標高は約45 0

mで扇端の下駒沢地籍では 337mに な り 、 本調査地では 37 0mに な る。 現在その地 目 のほとん

どが水 田 化 又は団地化し、 そ こ に果樹園、 畑地が混在する。 本調査地付近 では 北 国街道がこ の

扇状地を横断し、 その両脇 に住宅地が連 な る他は水 田 で ある。 近時 こ れ よ り 上部では若槻 団地

が、 下部では長野工業高等専門学校、 市立皐月高校及び駒沢 団地が造成され、 新 た な 住宅街と

して変貌をとげつつ あ り 、 近 い 将来調査地の新設小学校設置 に 伴 い 更 に 新た な 開発が行 な われ

る可能性がある。

調査地はこ の 北 国街道と長野工業高等専 門学校の中間点 に あたり 、 周辺はすべて水 田 で ある。

標高は 37 0--咽66mで ある。 北 は若槻丘稜が近接し、 南に は沢堰 （ 新 田 川 ） があ り 、 こ れら が

地形的 に扇状地を小区画した扇央の端部近くに 位置する。

第4 図 地形図及 び調査地
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第 5 図 調査地周辺の 主要遺跡分布図

1 . 徳間遠跡 （調査地） 2 .  古屋敷遺跡 3 .  駒沢祭祀遺跡

4 . 駒沢新町遺跡 5 .  姫宮遺跡 6 .  稲積一里塚
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第2節 歴史的環境

新旧の 北 国街道を除 いて歴 史的事象は本調査地 に な い 。 旧 い 街道は三 オ田子遺跡で確認され

た駅館（駅家）址（高床建物址） に み ら れる よ うに 、 古代東山道支道越後道で あった可能性があり、 そ
（註 1 )

の後稲積に 一里塚がつ く ら れ、 新街道へと移行する街道変遷史 に と っ て 興味 ある地籍である。

考古学的 に は今 まで確認され な かっ た新興の地で あるが、 浅川扇状地は浅川遺跡群と近年の

調査で把握される よ う に な っ た。 特 に駒沢川 の影響 に よ るものとして、 扇項部 に は周知の遺跡

として 北 部中学校西遺跡があり、 昭和5 1 年 に 調査を実施して平安時代集落を検出した浅川西条遺

跡、 昭和5 1 年 度 に分布調査をしその結果を昭和5 2 年度 に 古代窯業史研究所 （ 所 長 大 川 清 国 士

館大学教授） が調査した浅川神楽橋遺跡の弥生中期 ～平安時代の遺構があり、 更 に 本調査地南

側 に は同 じ 条件の稲田姫宮遺跡が展 開してい る。 本調査地東には昭和4 2 年調査を実施した祭祀

遺跡とし全 国 的 に 著 名 と な っ た駒沢祭祀遺跡がある。 現在この地は遺跡公園として保存されて

いる。 調査では湧 水地を選んだ 古墳時代中期 か ら 奈良時代に かけ焼土 ・ 集石及び土器集積を伴う

7 ヵ 所の遺構が確認されて おり、 その土器は高坪 ・ 器台 ・ 手捏• 小形丸底形土器等祭祀遺物を

中心 に 、 そこへ多量の甕形土器、 若干の坪形土器を加え確認個数が5 00有余という他 に例を見

な い 遺跡である。 この他出土遺物として刀子等の鉄製品の他勾玉• 鏡 • 玉• 剣の石製模造品が

． ある。 この遺跡の 北 西に駒沢新町遺跡があり、 昭和43 年 度 に 調査され、 平安時代集落を検出し

注 目 すべ き 遺物に懸仏鋳型がある。 これ ら は本調査地下方で確認された平安時代遺構との関係

を強 く し、 遺跡群内の一つであ ろ う。 また 北 側若槻丘稜下段の駒沢川が形成した河岸段丘上の

現在緑 ヶ 丘団地に な っ ているとこ ろ に 古屋敷遺跡がある。 ここは昭和45 年 度 に お い て 調査が実
（註 2 )

施され古墳時代を中心 に平安時代 に かけての集落址の一部が検出されて い る。

この ように断片 的 に 調査が実施されるよ う に 、 また調査を実施しは じ めてその重要性が認識

される よ う に 、 まだ まだ 重要 な 遺跡が眠 っ てい る よ うで、 今 回の調査の よ う に 遺跡の存在がほ

とん ど確認されて い な かっ た地点 に 、 また思 い もかけな い 弥生時代中期 の遺構が存在してい た

よ う に 調査の進展 に 伴 っ て問題を提起する遺構 ・ 遺物があるよ う思える。 （ 矢 口忠良）

註

註 1 米山 ー政 「三 才 田 子遺跡調査概報」 『信濃考古』 No. 2 2 · 28 (昭和4 2 · 44 年）

註 2 長野市教育委 員 会編 『長野市の文化財』 所収 （昭 和46年）
，' 『浅川西条』 長野市の埋蔵文化財第 2 集 （昭 和5 1 年）

浅川神楽橋遺跡の本調査を除 き 、 他は長野市教育委員 会で調査を実施し、 資料は長野

市教育委員 会で保管している。
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第 3 章 遺構 と 遺物

第 1 節 住居址

1 第 1 号住居址 （ 第 6 -1 1 図 、 第 4 · 5 · 10 · 1 1 図版）

遺構 調査地のほぼ中央 に 位置しており、 黄褐色の粘質土層に掘り込 まれた状態で検出さ

＼

口
〗

＼
＼

一

一

-

゜

◎ 

◎.
 

O 2 m 

第6 図 第 1 号住居址 、 土砿 3 、 溝址 、 遺構実測図
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れ、 形状が明確である。 プ ラ ン は主軸方向N -3 0�E を指し、 直径5 . 50 m の円形を呈する。 壁

は直 に近く、 15Cm程度の壁高 に な るが、 若干 高くな る可能性がある。 床面は平担でかな り 堅緻

である。 柱穴は 7 個検出され、 それら は壁 に沿ってほ ぼ等間隔の円形配列 に な る。 それ ぞれ3 0

-4 0Cm程の直径で、 4 0--恣OCmのかな り の深さをもった柱穴であるが、 そのう ち 南側の3 個は内

側の周溝と重複している。 周溝は壁 に沿って全周して いるものと、 その内側 に東 ・ 南壁 に そっ

てほぼ半周しているものの 2 本が検出されたが、 こ の部分 に お け る拡張の結果と考 え ら れる。

炉は住居址のほぼ中央 に 設け ら れて お り 、 不整円形の南北 軸70Cmで深さ2 5Cm測る意外と大形で

深 い 地 床 炉 の 形 態 をとっている。 その内部から 破片状で 2 個体の土器が出土 して い る （ 第 7

図 5 · 8 ) 。出土遺物は、 覆土 ・ 床面から かな り 多量の土 器片が出土している。

遺物 出土量は多 く 、 土器片は 8 00点 に 及ぶ。 そのほとん どは覆土中から である。

壺形土器 （ 第 7 図 1 - 6 、 第 9 図 、 第1 0図 1 - 7 ) 口 縁部形態 に は、 外反し朝顔状を呈する

もの （第 7 図1 ) と、 立 ち 上が り をもつもの （ 第 7 固 2 、 第 9 図1 - 9 ) がある。 外反するも

のは口緑端部 に 縄文を施し、 器表 に は刷毛整形痕が認め ら れる。 立 ち 上が り をもつもの に は、

若干の段を有するもの （ 第 7 図 2 、 第 9 図 7 ) と、 ゆるやかに 内弯するもの （ 第 9 図3 · 5 )

との二形態がある。 口縁端部は面取 り され、 縄文 （ 第 9 図 2 · 5 ) 及び刻 み (8 ) が施される。

文様帯の構成は、 箆描重山形文 （ 第 7 図 2 、 第 9 図 1 · 2 入 縄文を地文とした箆描鋸歯文 （ 第

9 図3 - 5 ) 、 櫛描直線文と箆描鋸歯文 （ 第 9 図 6 入 箆描孤線文 （ 第 9 図 7 ) 、 櫛描直線文 （ 第 9

図8 ) がある。 頚 部 に は文様帯として、 数条の箆描直線文 （ 第 7 図3 、 第 9 図1 0) 、 その直下 に

箆描鋸歯文 （第 9 図l l-16) 、 縄文を地文とするもの （ 第 9 図13 ) がある。 施文の結果突帯状を

呈するもの （ 第 7 図4 ) も認め ら れる。 体部最大径が下 半 に あ り 、 ゆ るやかな 丸味をもって底

部 に 至る器形に な る （ 第 7 図 5 · 6 ) 。 内面にはあら い 刷毛整形痕がみ ら れる。 文様帯の構成

は、 箆描弧線文と櫛描直線文 に よる懸垂横帯文 （ 第 9 図 17 ·1 8 入 箆描弧線文 だ け の懸垂横帯文

（ 第 9 図19 · 24 ) と、 箆描直線文 ・ 鋸歯文 • 重 山形文 ・ 弧線文を組み合せたもの （第 9 図2 1�

24 、 第10図1 � 7 ) に な る。 縄文を地文とするものはみ ら れ な い 。

赤色塗彩壺形土器 （ 第 7 閑 7 ) 器外面は箆 に よ る磨 き を施したの ち 赤色 塗彩されてい る。

最大径部内面は輪積み成形痕が認め ら れ、 上 部 に 指頭圧痕が、 下部 に 刷毛整形痕が残されてい

る。

無頚壺形土器 （ 第 7 図8 ) 最大径は口縁部近 く に あ り 、 2 孔一対の小円孔を焼成前 に 穿っ

ている。 口縁部 に は縄文を 2 段 に施し、 無 文部は箆 に よ り 磨かれている。 令内 面は刷毛整形のの

ち ナ デで調整される。

鉢形土器 （第 7 図l l ·1 2 ) 口 縁部が大 き く外反し、 ゆ るやかに 内弯して底部 に 至る形態の

もので小形である。 底部を除 き 内外面とも赤色塗彩されている。

高坪形土器 （第 7 図1 3 · 14 ) 1 3 は坪部 に あたるものと考 え ら れるが鉢形土器と な る可能性も

ある。 口縁が内弯する形態 に な り 、 内外面とも箆 に よる磨 き を施したう え に 赤色 塗彩されてい
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第 8 図 第 1 号住居址土器実測図 ( 2 )

る。 外面にはモ ミ 痕が残されて いる。14は脚部で、 や や内弯する形態にな り 、 端部は面取 り さ

れて いる。 外面は箆による磨きを施 し た うえに赤色塗彩されて い る。 内 面にはあらい 刷毛整形

痕がみられる。

蓋形土器（第 7 図 9 · 10) 9 はつまみ部に一孔を有 し てお り 、 ゆ る や かに外反する形態を

と る 。 器壁はうすく小形である。10は大形の蓋形土器のつまみ部で、 上面は ナ デによ り 調整さ

れて いる。

台付甕形土器（第 8 図1- 4 、 第10図8 -10) 口縁部は段を有 し て立 ち 上が り 、 胴が張ら

ずに台部に至る器形になる。 頚部に 3 本歯の櫛状工具による簾状文、 胴部に細 い棒状箆による

「 コ 」 の字重ね 文を施す。 こ の上端には円形粘士を貼付 し た 痕跡が認め られる（第 8 図 1 ) 。 台

部はゆるや かに外反 し 、 内面に刷毛整形痕を残 し て いる（第 8 図2- 4 ) 。

甕形土器（第 8 図 5 - 9 、 第10圏11 -24) 口縁部は外反 し 、 胴上半に最大径をもつ器形に

なる。 底部は指によ る おさえ、 ナ デによ り や や張 り 出す（第 8 図 7 - 9 ) 。 口縁部は横ナ デによ

り 整形され、 端部は面取 り されるもの（第 8 固 6 ) 、 刻みが施されるもの（第 8 図 5 ) がある。

頚部には櫛描簾状文（第 8 図 5 · 6 、 第10図12-1 4) 、 櫛描波状文（第 1 0図11 ·15-19) が施さ

れて いる。 体部の施文は櫛描条痕文（第10図1 炉-23) であるが、 短 い 条線によ る 羽状文（第10

図24) もみられる。 櫛歯の数は 6 -8 本である。

- 13-
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第 1 1 図 第 1 号住居址土製品 ・ 鉄製品・石器実測図

不明土器（第10図25) 底部付近の破片でたぶ ん 浅鉢形 に なるものと思うが、 イ本部下半 に や

や太い横走する沈線と箆描斜走線 に より文様帯を構成する土器はこの種 に 類例がない。 胎土は

精選され、 焼成は良好で、 淡黄褐色を呈する。 内面は箆状工具 に よる磨きが施 こ され、 外面 に

は箆削り痕を残す。

土製品（第11 図 1 · 2 ) 土器片を円形に加工し、 中央に一孔を穿ったものである。2は赤

色塗彩土器片を利用し、 孔は貫通していない。

石器（第11図 4 · 5 ) 4 は石英閃緑岩製の太形蛤刃石斧を原形 にし、 その 刃部付近の欠損

面を磨がいた所謂石槌とよばれる再利用されたものである。 基端は打痕が周辺全面 に みられ、

また主面中央付近、 下面磨き部 に もその痕跡がある。 5 は粘板岩製の小形の打製石斧形態のも

ので、 あらい剥離痕を残す。

鉄製品（第11図 3 ) 住居址覆土上面 か ら出土したが、 この面 か ら土師器の破片も混入して

いることから、 本遺構との関係は不明である。 断面が隅 丸長方形を呈する棒状のものである。

（青木和明）

2 第2号住居址（第12-14図、 第 5 · 6 図版）

遺構 第 1 号住居址の南側に隣接 し ている。 主軸方向はN - 5°

―Wを指し、 長軸7 .60m· 短

軸5 .40mの小判形の プ ラ ンを呈する。 壁は調査では確認できなかった。 開発及び表土除去時 に

破壊した可能性がある。 床面は第 1 号住居址ほど堅緻ではない が、 しっ かり し ている。 主柱穴

は基本的 に 4 個方形配列されており、 壁に沿って25-30Cmの補助支柱穴 がみられ、 その他 にも

- 16-
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ピ ッ ト が 多く 点 在して いる。 周 構は 全周しており、 ほ ぼ完形の 土器が そ こか ら 多く 出土して い

る。 炉は ほ ぼ中央部 に 設 け ら れ、 わずか に窪み、 内に 焼土を伴 なう地床炉である。 また 、 何本か

の溝が床面か ら 検出され、 それも炉を中心 と し、 それより上部（西）及び北壁 に添って展開す

る。 間 敷切りの 施設であ ろうか。 な お住居址の主軸方 向東側 に、 長さ 5 . o m ·  巾 20,--- 7 0cm· 深さ

l OCmの溝があり、 覆土及び 出土土器の状態か ら本住居址の付属施設 と 考 えて いる。

• 汽可． ， 

3
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第 13図 第 2 号住居址土器実測図
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第14図 第 2 号住居址 土器拓影
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⇒ 

遺物 出土量は少 ないが、 周 溝 （第1 3図 1 · 3 · 4 · 6 - 8 ) と付属溝 ( 2 · 5 ) から土器

が一括出土し 、 セ ッ ト として把 える こ とができる。

壺形土器 （第1 3図 1 · 2 、 第14図 1 - 3 ) 第13図 l は 体部下半である 。 最大径が下 った無花

果状の 器形が考 えられる。 風化が著しく整形は 不 明で、 文様 も 認められ な い。 2は底部片で外

面 に ナ デ調整が施されている。 第14図 1 は 体部 上半 を 懸垂横帯文で、 箆描弧線文と櫛描直線文

の組み合せ に なる。 2 · 3 は箆描直線文 ・ 弧線文 ・ 鋸歯文 を組み合せて文様帯 を 構成している。

赤色塗彩壺形土 器 （ 第13図 5) 体部 の 器形は下半で屈 曲する無花果状 を 呈する 。 外 面は箆

に よる磨き を 施したう え に 赤色塗彩されている 。 内面 には ナ デ に よる整形痕がみられる。

蓋形土器（第13図 3 · 4 ) つまみ部から 口縁 に 向 って ゆるやか に 外反するも の ( 3 ) と 、

直 に 口縁 に 至る も の(4) と の 二形態 を 呈している。 いずれ も 、 つまみ部は指頭あるいは刷毛

状工具 に よ って そり返り様 に整形され 、 項部は ナ デ に より平滑化されている。 4 に おいては 、

つまみ項部 に 一孔 を 有するが貫通は してい な い 。 内面は ナ デ に より整形されて いる。

台付甕形土器 （第1 3図 6 . 7 )  やや外反する 台部である。 器面があれ整形等は 不 明である 。

甕形土器 （第13図 8 、 第14図 4 ) 8 は 口縁部が外反し体部 上半に最大径 を も ち 、 小さめ の

底部 に 集約する形態 を 呈 し 、 指圧整形後 ナ デ調整に よ って 底部はやや張り 出している。 口縁部

は横ナ デ に よ って整形され 、 内面上部 に刷 毛 に よる整形痕が認められる。 文様は 、 頚部 に櫛描

簾状文、 体部 に櫛描条痕文が 施 こされる 。 条痕文は風化 に よ って ほと ん ど観察でき な いが、 ク

シ 歯数は 8本と認められる。 4は肥厚する 口緑部が外反する形態で、 横 ナ デ に より整形されて

いる。 頚部以下 に櫛描波状文 を 施し 、 櫛歯数は 5本以上である 。

その他 、 弥生式土器片数十点、 土師器片数点、 須 恵器甕形土器 片 1 点が覆土中 より 出土した。

（青木和明）

3 第3 号住居址 （第15 · 1 6図、 第6 · 7 図版）

遺構 調査地の西側 に 位 置し 、 溝址 3 に より西壁の南側が破壊され 、 また住居址南側 に土t広

5があり これ に よ って も破壊 を 受 ける。 プラ ン は長 軸 3. 2 m ・ 東西軸 2. 3 m の小形の長方形に な

る。 長軸方向はN -lO�E である。 掘り込みはやや傾斜 を 有 して おり 、 床 面までの 高さは西か
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ら東に地形が傾斜 し て いるため、 北壁15Cm · 東壁 5 cm · 南壁13Cm · 西壁15Cmを測る。 床面は平

担で軟弱である。 当初 カ マ ドの残欠ではない かと想定して い た西側の集石 はその後の調査結果

か ら人頭大か ら挙大のものまであり、 その散布も北壁一帯に及ぶ広範囲 のもので、 中に焼石 ・

炭化物を含んで いたが、 カ マ ドとは考えられなくなった。 また こ の地点 から土砿状遺構が確認

されなかった し 、 すぐ北に隣接する溝址2 からも こ れらの礫が確認されて いる。 意味不明な集石

群である。 柱穴等内部施設はな い 。
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第16図 第 3 号住居址遺物拓影 • 土器実測図

遺物 出土量は 少 なく 、 集石群及び 覆土からのものであり床 面からのものは な い。

土師器（第16図 1) 糸切痕を残す坪底部片で、 内面は研磨され黒色処理される。 こ の他箆

削りされる甕形土器片が数 点出土している。

須恵器 ( 2· 3 · 5 · 6) 坪は体部の 一部が欠 損し 底部と接合し な いが同 一土器の 高台が

付され ないものと 、 底部が丸味をも ち 外開する 高台が付されるものがある。 前者の 底部は糸切

り痕を残すが、 後 者の それは箆削りが施 こされている。 他は甕体部 片で、 外 面に タ タ キ 目 を残

している。

古瓦 ( 4) 集石中より 1 点 出土したもので、 須恵質の平瓦片である。 布 目 痕と縄状の タ タ

キ 目を 明瞭に残し、 繰部に切り離し痕が観察できる。 （小林秀行）

第 2 節 土砿

l 土t広1 (第17 · 18図 、 第7 · 8図版）

遺構 調査地北端から検出したもので長 軸 1. 5m ・ 短 軸 1

m の タ マ ゴ形を呈し 、 深さは 15Cm程である。 覆土中に 炭化物

を小量含 んでいた。

遺物 出土量は 意外と 多く 、 その ほと ん どが壺の破片で あ

る。 口縁部の器形は外反する朝顔状を呈し 、 口 縁端部は 面 取

りされ 、 器面は内外とも箆により磨きが施されている。 頚部

には箆描直線文が施され 、 突帯状を呈し 、 そのう えに箆によ

る刻みを加 えている。 その他みるべきものは な い。

（
 

1゚111【

10cm 
I 

第17図 土砿 l 土器実測図

2 土t広 2 (第18図、 第 7 図 版）

遺構 土拡 l の南西側に位置し 、 長 軸 1. l m ・ 短 軸 o. 7 m の楕 円 形を 呈し 、 深さは 18cmであ

る。 西隅に 直径 10cm程の ピ ッ ト を 有する。 出土遺物は な か った。
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第20図 土砿 4 土器拓影

3 土t広3(第6図、 第4 図版）

遺構 第1 号住居址の北側に隣接し 、 長 軸 1. S m · 南北軸 1. 2 m の 不整楕 円形を呈し 、 深さ

15�17cmで底は平担である。 西側隅に40cm X 25cm 、 深さ 8cm程の ピ ッ ト を 有する。

遺物 弥生式土器片が数点出土して いるがみるべきも のは な い。

4 土t広4(第1 9 · 20図）

遺構 第1 号住居址の西側に位 置し 、 長さ 2. Im の ヒ ョ ウ タ ン 形を 呈し 、 深さ 5 cm程である。

西側に長さ 2.6m 、 巾 1 0cm 、 深さ 5 cm程の弧形 の 溝が付属する。

遺物 壺形土器頚部（第20図 1 ) 体部(2 · 3) 片で、 7 は櫛 描 直線文 と 刺突文による懸垂

横帯文で ある。 他に弥生式土器片十数点が出土して いる。
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5 土砿5 (第15 図 、 第 6 図版）

遺構 第3 号住居址の中央 に位置 し 、 住

居址 よ り新 し い 。 長軸 2 . o m ・ 南北 軸1 . 1

m の楕円形を呈し、 深さは1 0cm程である。

覆土は黒褐色で、 2 0cm程の礫が 2 個検出さ

れた。

遺物 出土遺物は な かっ た。

6 土砿 6 (第21 図、 第 9 図版）

遺構 溝址3 の東側 に接 し てあり、 長軸

2 . Om・ 南北 軸1 .5mの楕円形を呈 し 、 深

さは2 0Cm程で ある。 覆土は黒灰色を呈 し 、

灰層化して い た。

遺物 弥生式土器片十数点が出土 し たが、

みるべ き ものはな い。 （小林秀行）
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第21図 土砿 6 、 溝址 3 遺構実測固

1 溝址 1 (第 6 図、 第 4 図版）

遺構 第 1 号住居址 北 側 に位置 し 、 そ の距離は約 2 .5 m で、 住居址の弧 に そ っ て ある。 全長

7 . 0 m 程で巾 2 0----3 0 cmを測り、 深さは1 7 - 2 0Cmで、 底面は凹凸がある。 住居址と何ら かの関係

ある溝とみている。 出土遺物は な か っ た。

2 溝址 2 (第2 2 図、 第 6 図版）

遺構 第3 号住居址の 北 側 に位置 し 、 南北 方向 に 3 . 0m、 東西方向 に 2 . 2 m のL 字形を呈する

ものと、 そ の上部 に 少 し 離れて西に振る南北 2 . 3 m で先端 に 径3 8Cmの ピ ッ ト を有する溝状遺構

である。本来的意味の溝で な い 。 巾 は2 0"-'3 0Cmで、 深さは1 0Cm程のU 字溝である。 住居址 に 近接

する部位から は人頭大 よ りやや小さめの礫の集中 ヶ 所が あ っ た。 出土遺物は な かっ た。

3 . 溝址 3 I第15 図、 第 9 図版）

遺構 第3 号住居址西側から 南方向へ 9 , 0 m 、 巾40cmで伸びるU 字形直線溝で、 深さは1 0cm程

である。 出土遺物は な かっ た。 （小林秀行）
’
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第 4 節 そ の他の遺構 ・ 遺物

l 遺構 （第 3 · 22図、 第 3 · 6 図版）

0 0  
- 22 - 24 

第 3 号住居址周辺 に柱穴様の 小 ピ ッ ト が いく つかあ っ た 。 径は20--恣ocm のも ので、 そ の形態

は一様でな い 。 ま た 柱穴列と し て南 東か ら 北西方 向 に 4個配列が認め ら れ 、 そ れか ら 東へ 直角

に折れる よ う に 溝址 2 先端の ピ ッ ト にか け 3 個あるが、 前者の柱穴間隔 に 比べ小 さ い 数値であ

る。 他は散在する。 遺物 の 出 土は な か っ た 。

2 、 遺物 （第23-27図、 第11図版）

遺構外出 土 のも の及び包含層 出土のも のをあ てる。

縄文時代土器

前期の斜行縄文を 施 こ す 土器片が、 第 1 号住居址付近 より出土するが 、 周 囲及び器面の磨耗

が著 し く 、 転流し て き たも のであ ろ う 。

弥生時代遺物 （第23 · 24図 1 - 4 )

壺 形土 器（ 第 23図 1 · 2 、 第 24図 1 - 4 ) 第23図 l は壺形土器口 縁部で、 立 ち 上がりをも

ち 翼状 口縁を呈 し て いる。 内面は刷毛整形の ち ナ デで調整し て いる。 口縁端部は 面取り さ れ て

いる。 施文は縄文を地文 と し 、 箆描重鋸歯文を 施 し て いる。 第23図 2 、 第24図1 - 4 は壺形土器

-24 -
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第24図 遺構外出土土器拓影

体部で、 第 24図 2 は箆描弧線文 と 櫛描波状文 と の組み合せによる懸垂横帯文である。 3 は箆描

弧線文による懸垂横帯文下に箆描鋸歯文 ・ 直線文• 重山形文の組み合せ 文様帯をもつもので、

円形粘土を貼付し、 その上を刺突している。 さらに沈線部分には赤色塗彩が残存している。 第

23図 2 は小形壺の体部下半であり、 縄文を地文 と した箆描重鋸歯文による文様帯を施している。

器外面無文部は箆により磨 かれている。

鉢形土器（第 23図 3 ) 口縁が大き く 外反し、 体部がゆるや かに内弯して底部に至る形態を

呈する。 口縁端部には山形突起を有する。 底部を除き器面 内外は箆による磨きを施した う えに

赤色塗彩されている。

台付甕形土器（第 23図 4 ) 台部 と 考えられ、 わず かに外反し、 端部に至る形態を呈してい

る。
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第25図 遺構外出土石器実測図
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第26図 遺構外出土土器実測図 ( 2 )

石器 （第25図） 太形蛤刃石斧刃部付近破片(1 )

と 大形の剥片石器(2) が 出 土して いる。

歴 史時代遺物 （第2 6 · 27図）

土師器 （第2 6図 1 -3 )  1 は 水 引き技法 より

つ く り 出され たもので、 底部に糸切り痕 を残す。

2は所謂足高 高 台が付される 坪形土器で、 ロ ク ロ

成形で内 面は研磨され黒色処理される。 3は甕の

o
l

 
，
 

5 c m 

第27図 遺構外出土古銭拓影
口 縁で、 やはり ロ ク ロ に より整形される。

灰釉 陶器 （第2 6図4 · 5 ) 4 は椀の 高台付近の破片で、 内外面とも 半透明の釉が施 こされ

る。 5は 4と同様の釉がか けられ 、 器形は小形の 瓶と 考 えられる。 内外面に 明 瞭 な ロ ク ロ成形

痕 を残す。

擢鉢 （第24図 5) 須 恵質で、 内 面に 9 本の 条線 を 浅 く 切 っ て いる。 中世のものであ ろ う 。

古銭 （第27図） 洪武通賓• 永楽通賓の二枚 出 土し た。 （青木和明 ・ 小林秀行）
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第 4 章 結 五
ロ

1
1
1
1

 n
 

弥生時代 の 善光寺平 に お い て 、 集 落 と し て 展 開 を み せ る の は 栗林期 と さ れ て い る 。 ま た こ の

文 化 は 弥生初期 の 文 化 が波及 し た 後 、 地方色 を 有 し た 独特 の 内 容 を 持 ち 、 地 方 的 に ま と ま る 文

化圏 と の 評価 を 受 け て い る 。 確 か に 遺跡数 の 増 加 か ら う か が い 知 れ よ う が、 現況で は 残念 な こ

と に 土 器 の 文 様 · 器形 を も と に し た 様式論の み 先 行 し て い る 感 が あ る 。 遺跡 ・ 遺構 を 混 じ え た

論 考 が な さ れ な い の は 何 故 で あ ろ う か と 考 え て み た 。 該期の遺物 を 出 す 遺跡 が 多 い に も か か わ

ら ず遺構 を 伴 う も の が意外 と 少 な い と い う こ と と 、 調査結果 が報文 と し て 提示 さ れ て い な い と

い う 点 が そ の 要 因 と し て 強調 さ れ る よ う に 思 う 。

こ う し た 意味 か ら 、 栗林期 を 理 解 す る 上で 今回 得 た 資 料 を 出 来 る 限 り 早 く 世 に 出 す こ と が調

査の性格 及 び調査 し た も の の 責任 と し て 痛 感 し た 次 第 で あ る 。 そ の た め 浅学 の 身 では も て あ ま

す 資 料 で あ る の で、 事実 と 問題点 を あ げ て 結語 と い た し た い 。

① 地形の 問題 で あ る 。 浅川 扇状地 に お い て 栗林期の 集 落 が予想 さ れ る の は 浅川 神楽橋遺跡

で、 こ の 周 辺 に 浅 川 ガ ‘ノ リ ン ス タ ン ド遺跡 ・ 北部中 学校西遺跡 が あ り 、 こ れ ら は 扇項部付近 に 展

開 す る も の で、 扇端 に 旭幼稚園遺跡、 三 才田子遺跡 が あ る が、 本遺跡の よ う に 扇央部 で そ の遺

構は確認 さ れ て い な い 。 何故 に こ の地 を 選定 し て 居住 し た の で あ ろ う か と い う 点 と 、 水稲栽培

を 業 と す る 人達 の 生産地の 問 題 で あ る 。 こ れ は 南約 1 50m に 沢堰 が あ り 、 こ の 地 は 最 大 巾35m

を 測 る 窪地 に な っ て お り 、 意外 と こ の地 に 求 め ら れ る の では な か ろ う か 。 尚 遺構所在地 点 は 微

高平担地 に な る 。

② 集 落 規模の 問 題 で あ る 。 こ れ は①の生産地 か ら の 規制 を 受 け て い る の で は な い か と 考 え

て い る 。 そ れ 故 こ の 扇状地内 で、 散在的 に 出土 す る 遺物 は 本調査地の よ う に 2 � 3 軒の 小規模

の住居 群 と 考 え ら れ る 。

③ 住居址及 び土t広等の あ り 方 で あ る 。 栗林期の も の は 2 軒の住居址 と 、 土 砿 6 ヵ 所 ・ 溝址

l ヵ 所 を 確認 し た 。 ま ず住居形 態 で あ る 。 第 1 号住居址 は 円形 を 呈す る の に た い し 、 第 2 号住

居址 は小判形 を し て い る 。 土 器 の 文 様 · 器形 か ら は 時 間 差 が う か が え な く 、 ま た 同時存 在 は 不

明 で あ る が、 円 形 か ら 楕 円 形へ の住居形態の推移 を 示す 絶好の 資 料 と い え る 。 次 に 第 1 号住居

址 と 北 に 近接す る 溝址 1 と の 関 係 で あ る 。 偶然 の あ り 方 で あ ろ う か 。 遺 物 が入 っ て い な い こ と

も 気 に な る 要素 で あ る 。 住居址 の炉及 び周溝の あ り 方 か ら 入 口 部 を 南側 に 想定 し て い る た め 、

こ の 溝 は住居址外縁 に構築 さ れ る 所謂土盛状遺構の 均ー化 の た め に 掘 ら れ た 遺構 と 積極的 に 考

え て い る 。 ま た こ の住居址 に は地床炉 が ピ ッ ト 状 に 掘 ら れ て お り 、 内 に 火種壺 と 思 わ れ土 器 が 設

置 さ れ て い 、 こ れ も ま た 炉 の 変遷 の 中 で注 目 に 値 い す る 資料 と 考 え て い る 。 第 2 号住居址 で は

東 に 延 び る 溝 と 炉周辺 の細 い 不規則 な 溝 で あ る 。 ま ず溝 で あ る が、 全 く 覆土 が同 質 で、 地形的

に 床 面 と の傾斜 に あ わ せ て 掘 ら れ て お り 、 ま た 床 面 に そ の痕跡 を う か が う こ と がで き な か っ た
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ので住居址と 関連した遺構と 考 えて いる。 即 ち 周溝は土質の性 格から第1号住居址にもみられ

た 意 外と深 い 周 溝にみられる ように排水に困惑した結果と 考 えて いる。 次に炉周辺の わりと鋭

利に掘り込まれた細 い溝である。 こ れ ば炉を神聖化し 、 水が入ら な い よ う にする 施設で奥 （西）

が 祭址的 要 素が あ っ た 位 置とは 考 え す ぎであ ろうか。 又は単純に 間 敷切り施設と 考 えても 、

炉を守る 意識が強くうかが える。 土砿は浅く 、 規模 ・ 形状から土砿6を除 いて それ 程意味を有

して い な い ように思 え 、 むし ろ 溝状遺構を付属する土砿 4 の ように水溜と 考 え る 要 素があり、

地形的に 考 えれ ば これが正 当と の 考 え が成り立 つ の だが問題が残ると こ ろである。

④ 出土遺物 の 問題である。 単純遺跡である ので、 紹介した遺物に混入物は ほと ん ど な いも

のと 考 えて いる。 それ 故に他 の遺跡から の相対遺物を様式化する前に本遺構に関与する遺物を

使 用して いた だ けれ ばの念が強い。 こ の遺物群の中で注 目 される のは、 櫛状工具の使 用が普偏

的に 多く な り 、 壺形土器口 縁部にも そ の痕跡が認 められと いう ことである。 遺構をふま え 栗林

期編年にはま だ時間を要し 考 え な けれ ば なら な い 問 題を 多分に 含 んでいる ように思 える。

⑤ 下部遺構群とした歴史時代 の住居址群の 問 題である。 こ の 扇状地では単発的であるが浅

川西条遺跡にみられるとおりある程度の 規模をも った集落が予想され 、 こ の 予 想が駒沢新町遺

跡にみられ 、 分布調査でも こ の傾向が確認されたと こ ろである。 本調査で得た 夜 料は これに関

与するも のと思われるが、 住居として の機能を そ な えて い な い 点 、 気に な る 要 素である。 今後

の調査結果を期待 いたした い。

以上 ⑤を除き栗林期 の 含 む 問 題を知り 得た知識の中から 記したが、 偏 見と独断と の そしり

はま ぬがれ 得 な いと こ ろである。 多 方 の 御教示をお願いした。

尚第3章で中心的に記した遺物に つ いて以下 の現状及び根拠に よ った ので付記しておく。

本遺跡 出土の遺物は、 包 含層が粘質土のた め 保存状態が悪く 、 時に土器にお いては器表の 風

化が進み、 整形痕、 文様 な ど観察が困難 な状態であ った。 こ のた め図化・記述に あた っては、

確認できる範囲での 図 上復原・記述にと ど めた。 不備 な 点は 御容赦願 いた い。

また 、 記述にお ける土器施文用 語は 、 笹沢浩 氏 の 論文 ( 197 7 『 考古学 ジ ャ ー ナ ル』 1 31 · 133

· 134、 197 1 『信濃』 23- 12 「 善光寺平にお ける弥生時代中期後 半 の土器」 ） を参考とした。

（ 矢 口忠良）

-28-



第 1 表出土図示土器一 覧表

遺
物
番
号

法 址 (cm) 色
器 種 形 態 上 の 特

徴

手 法 上 の 特

徴

胎 土 焼 成
器 高 口 径 底 径 外 面 内 面

出

状

第 1 号住居址 （ 第 7 · 8 図）

ー29-

l 壺 1 9. 4 朝頗状口縁 ・ 端部面取 り 刷 毛 ナ デ ・ 縄 文 小 砂 不良 灰褐色 灰 褐 色 預

2 • 15. 0 数状口縁 ・ ,, 箆描重山形 文 ,, ,, 赤褐色 赤褐色

3 � ヶ 直線 文 ，， ,, • ,, 

4 . 朝顔状口 緑 '， 重線 文 • 縄文 ・ ナ デ ，， ,, 灰褐色 灰 褐 色

5 ‘’ 9. 0 無 花 果形 刷 毛 ナ デ ・ ヨ コ ナ デ ,, . 石 良 好 � � 炉

6 • 9. 8 ,, · 箆 磨 き ,, 不 良 灰 白色 灰 臼 色 穫

7 � ,, ,, ,, • 赤色塗彩 ,, ,, 赤 色 赤 色

8 蕉預壺 7. 6 1 3. 6 5. 2 口緑内弯 . 2 孔 一 対の穿 孔 ‘ ,, • 縄文 � - 石 ,, 黄褐色 灰 褐 色 炉

， 蓋 つ ま み 部 に穿孔 . ,, ,, � 覆

10  ,, ,, ,, 灰 白色 灰 白 色

1 1  鉢 14. 0 口縁大 き く 外反 箆磨 き ・ 赤色塗彩 � ,, 赤 色 赤 色

1 2  ,, 4- 4 ,, ヽ • ,, • ,, 

1 3  高 杯 1 7. 0 口緑内弯 ,, , ,, (少） 良好 ,, ,, 

1 4  ,, 脚内弯 ，， ． 刷 毛 ナ デ ・ 縄 文 ,, ( ,, ) ,, • � 

1 台付甕 1 3. 2 口緑有段で立 ち 上 る 3 本歯櫛描籠状文 · コの字重文 · 円 形 貼 付 文 � 不良 灰 褐色 灰 褐 色

2 ,, 台部外反 刷毛ナ デ ,, ,, ,, ,, 

3 ,, 6. 8 ,, ,, ( ,, ) 良 好 黄褐色 黄褐色

4 ,, 8, 4 ,, • 不 良 赤褐色 赤褐色



遺 法 駄 (cm )
物 器 種 形 態 上 特 徴番 の

号 甜｝ 泊j 口 径 底 径

5 甕 1 7. 8 口 緑 外反

6 甕 ]4. 0 ,, ・ 端 部面取 り

7 ,, 7. 2 上 げ底

8 ,, 9 , 0  底 部張 り 出 し

， ,, 6. 6 ,, 

第 2 号住居址 ( 1 3図）

1 壺 JO. 0 無花果形

2 ,, 13. 0 

30ー

3 蓋 6. 7 20. 2 口縁大 き く 外反

4 ,, 6. 5 20. 0 ,, 直 に 外開 ・ つ ま み 部穿孔

5 壺 6. 6 無 花 果 形

6 台付甕 9. Q 台部外反

7 ,, 6. 2 ,, • 端 部で内弯

8 甕 25. 2 1 9, 0 7, 2 卵形 · I本部 上半 に 最大径

第 3 号住居址 （ 第 1 6図）

s I t不 I I 1 3. 6 1  s. 6 I 1本部 や や 内弯

6 I � 9. 0 

土砿 1 ( 第 17図）

壺 I I 1 6. o I I 朝頻状 口縁 ・ 端 部面取 り

手 法 上 の 特 徴

口 縁端 部箆 刻 み . 6 本歯櫛描廉状文

8 本歯櫛描廉状文 ・ 条痕文 · ヨ コ ナ デ

指 お さ え ・ ナ デ

,, . 

ナ デ

,, 

指お さ え ・ ナ デ

,, ・ ク ・ 刷 毛 ナ デ

ナ デ ・ 赤色塗彩

刷毛ナ デ ・ 指 お さ え . 8 本歯櫛 描壌状文
· 粂痕文

I ロ ク ロ 成形 · 回転糸 切 り

回転箆 ケ ズ リ ・ 付為台

1 ナ デ ・ 箆描直線文 ・ 刻み ・ 磨 き

色 調 出
胎 土 焼 成

外 面 内 面 状

小砂 （ 少 ） 良 好 黄渇色 黄褐色 覆

小 砂 不良 黒灰色 " 
• • 黄褐色 ,, 

� - 石 • 赤褐色 赤褐色

• 良 好 灰褐色 灰 褐色
I 

小 砂 不 良 灰褐色 灰 褐色 周

'， 石 良 好 黄褐色 黄褐色 付l

,, 不良 灰褐色 灰褐色 周

，' � 黄褐色 黄褐色

,, ,, 赤 色 赤 色 付l

，' • 黒褐色 黒褐色 周

,, ,, " ,, 

• 茶褐色 茶褐色

ト砂 （ 少） i 不 良 I 灰 白 色 I 灰 白 色 I 覆

，' ＇ 良好 青灰色 青灰色

I小 砂 • 石 I 良好 I 灰褐色 I 灰 褐色 I 覆



遺
物
番
号

法 拭 (cm) 色
器 種 形 態 t

 
の 特 徴 手 法 I: の 特 徴 胎 土 焼 成

器 麻 口 径 底 径 外 面 内 面

出

状

遺構外出土土器 （ 第23 · 27図）

| 31— 

1 壺 18. 0 翼状口縁 · 端部面取 り 刷毛ナ デ ・ 箆描重 山 形 文 • 縄文 I小 砂 不良 黒褐色 黒褐色 包1

2 ,, 箆 磨 き ・ ナ デ ・ • ・ ク •( 少） 良好 灰褐色 灰褐色

3 鉢 7. 8 20. 6 6, 2 口縁大 き く 外反 · 山形突起 赤色塗彩 • ( ヶ ） 不良 赤 色 赤 色

4 台付甕 5- 6 台部外反 ナ デ • • 黄褐色 黄 褐色

1 坪 s. 8 椀形 ロ ク ロ 成 形 • • 灰 白 色 灰 白 色

2 • 6. 8 付高台 ,, • 黒色処理 ・ 付 高 台 ,, 良好 黄褐色 黒 色

3 甕 12. 2 口縁肥屏 し や や内弯 ,, ,, ( 少） ,, 赤褐色 赤褐色

4 壺 瓶子形 ,, ・ 外面施釉 ,, ( ,, ) ,, 灰 白 色 灰 白 色

5 坪 7. 5 付高台 • • 内外面施釉 • • • ,, 
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